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 千趣会×JDN 共催 第 1 回 クリエイティブコンペティション『1000cc』 

最終審査終了 全受賞 11 作品が決定！ 
～最優秀賞は学生部門から応募の木村友昭さんが受賞～ 

 

 
 

株式会社 千趣会(本社 大阪市 代表取締役社長 行待裕弘)とJDN※（ジャパンデザインネット）が共

催し、本年8月5日より応募を開始したクリエイティブコンペティション『1000cc（センシーシー）』の

最終審査会が11月17日におこなわれ、受賞の11作品が決定しました。 
 

クリエイティブコンペティション『1000cc』は、クリエイターの発掘や育成、コラボレーションを目

的とした取り組みで、第 1 回目の応募テーマは『雨×sweet』。雨が降ることが「嬉しい」「待ち遠し

い」出来事になるような、sweet（スイート）なアイテムのデザインやアイデアを「ファッション、フ

ァッショングッズ、テキスタイル、インテリア雑貨」を対象に募集しました。 

当社、東京本社でおこなわれた最終審査会には、審査員にコスチューム・アーティストひびのこづえ

氏、デザインプロデューサーでアッシュコンセプト代表取締役の名児耶秀美氏、テキスタイルデザイナ

ーの吉川真由氏、ＪＤＮ編集長の石井透氏を迎え、弊社代表取締役行待裕弘を含めた 5 名により、応募

があった全 528 作品のうち、最終審査に残った学生部門と一般部門をあわせて 34 作品の審査がおこな

われました。 
審査の結果、一般部門には優れた作品が多かったものの突出した作品がなかったため、グランプリ・

準グランプリに該当する作品はありませんでした。一方で学生部門には、審査員の目を引いた著しく優

れた 2 作品あり、一般と学生の枠を超え全応募作品の中においても、この 2 作品が全審査員から突出し

ていると高く評価されました。そこで、審査員全員一致の決議において、当初予定にはなかった、コン

ペティションの総合的な優秀作品に贈られる、『1000cc 最優秀賞』『1000cc 優秀賞』の新たな 2 つの賞

を設けることとし、この 2 作品が受賞することとなりました。また、審査員特別賞も設けられ 2 作品に

贈られました。 
 
 なお、受賞式は 11 月 30 日月曜日に弊社原宿オフィスにて開催されます。 
 
 



 
【審査員の総評】 
ひびのこづえ氏 
全体的に学生からの応募作品の方が、バラエティに富んでおり広がりがあったように感じました。一

般部門は、作品がそのままカタチになるという括りがあったにしても、もっとはじけたものがあって

もよかったのではないでしょうか？今回のコンペを通して、おもしろい商品が世に出ることを楽しみ

にしています。 
 
名児耶秀美氏 
クリエイターに、一般とか、学生とかいう区分はないということが改めて感じられました。「雨×

sweet」がテーマだから雨具、というような直接的なアイディアに限定されないで、雨音を楽しむと

か、他のことへの発想の広がりが見られたことはよかったと思います。クリエイターというものは、

のびのびと、もっと発想を豊かに持ってほしいものです。最近アジアの若手クリエイターたちと交流

する機会がありましたが、総じてレベルが高いと感じました。国内のクリエイターたちも大いに刺激

を受けるといいと思います。 
 
吉川真由氏 
雨の日を楽しくする為のユニークなアイデアだけでなく、外観、技術、実現できるかどうかの裏付け

や可能性を全てバランス良く兼ね備えた作品が今回選ばれたと思います。良いデザインは、ちょっと

したアイデアから生まれ、人々の生活に入ってこそ完結し、定番となって受け継がれていくものです。

このコンペティションで生まれた楽しいアイデアが実際のモノになり、生活の中で雨の日を快適にし、

楽しませてくれる事を楽しみにしています。 

 
石井透氏 
今回のコンペは、レベルも高く独創的なアイディアの作品が数多く集まりました。作品の中には、精

度の高いプレゼンテーションテクニックを駆使する作品もあったのですが、せっかくのアイディアが

うまく表現されていない作品もあり、具体性を持たせれば入賞した作品もありました。一般部門と学

生部門を比較すると、学生部門の作品がアイディアで一般部門より思いのほか上回っている傾向があ

りました。全体的に、かわいらしく楽しい作品を見せていただけました。 

 
行待裕弘 
今回、第１回目のクリエイティブコンペティション「1000cc」に数多くの作品を応募していただいて、

とても感謝しています。クリエイティブなモノづくりの環境を整えるために今回のコンペティション

を開催しましたが、このことが、国内だけでなく、海外にも目を向けて、さまざまなクリエイターの

方々と交流を広げ、ユニークなモノづくりを進めていくきっかけになればと考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
受賞作品は、以下のとおりです。 



 
【クリエイティブ・コンペティション「1000cc」第１回テーマ「雨×sweet」受賞者】 
作品全体から選定        
最優秀賞（新設） 賞金 30 万円。        

  作品名       お名前    
 #415 rainy.tone   木村 友昭さま   千葉県 

          
 
優秀賞（新設） 賞金 20 万円。     

#202 Ｒｉｐｐｌｅ   渡辺 徹さま    新潟県   

     
   
学生部門      
しろくまのあくび賞 賞金5万円。特典として、商品開発のための企画～開発の一連のプロセスに参加。

 #415 rainy.tone   木村 友昭さま 千葉県   
 #202 Ｒｉｐｐｌｅ   渡辺 徹さま  新潟県   
 #212 Transformation   谷村 彰則さま 東京都   
    #250 Eating       kojima     神奈川県   
        （小林由布子さま／大島千波さま）    
      
一般部門      
グランプリ 賞金 30 万円。特典として、作品のサンプルを試作、国際見本市への出展。   
  該当作品なし     
       
準グランプリ 賞金 20 万円。特典として、作品のサンプルを試作、国際見本市への出展。  
  該当作品なし     
       
 
 



特別賞    賞金 5 万円。特典として、作品のサンプルを試作、国際見本市への出展。  
 #56 雨の日は消防士さんほか ブレイ 典子さま      海外 

#164 Bosh         鈴木 健二さま      千葉県   
#311 Umbrellanimals     堤 裕紀さま／河野修さま 東京都   

         
作品全体から選定       

審査員特別賞（新設） 賞金 5 万円。     
 #247 てるてる傘     吉田龍司さま／酒井雄大さま 大阪府   
    #349 Just like a RAINBOW 根本 香緒莉さま       神奈川県 

以上 
 

※ＪＤＮ（ジャパンデザインネット）：デザイン・クリエイティブ情報の「JapanDesign Net」、コンペ（公募）情報の「登竜

門」といった、特定分野で日本最大のインターネット媒体を運営。広告、制作、物販等の関連事業を行っています。

http://www.japandesign.ne.jp/ 

 

◎本件に対するお問い合わせ先 
株式会社千趣会 
東京総務・広報部 東京広報チーム 加藤 浅川  
東京都品川区北品川 5-9-11 大崎 MT ビル 
TEL：03-5475-7511  FAX：03-5475-7516  
e-mail： pr@senshukai.co.jp  

http://www.japandesign.ne.jp/
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